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「防災に対する意識が向上」
　むろこ女性の会は、会員相互で楽しく交流し
ながら地域貢献をすることを目的に３年前に発
足した自主的な女性団体です。その目的のため
に３つの事業を柱に活動しており、災害時の相
互扶助も事業の１つです。そこで今年度、勝山
市制60周年記念市民企画事業の助成を受け『女
性の視点から防災を考える』をテーマに活動を
行ってきました。
　ハーモニーホールでの「避難訓練コンサート
への参加」を皮切りに、村岡小学校４年生のわく
わく通学合宿での「防災講座」、高齢者ときめき

サロンで郡婦
人自衛消防隊
とタイアップ
しての「炊き
出し訓練」、
村岡町文化祭
での「防災ク
イズ」と「防
災関係の展
示」による啓
発活動など独
自の取り組み
を行いまし
た。
　12月末には緊急連絡先などを記入しておける
【災害の備え保存版】を作成し、村岡町内で全戸
配布をしました。
　リーダーの村上さんは「この企画をしたこと
で、改めてしっかり防災について考えることが
できました。
　また、自分たちだけでなく、地域とのつなが
りも持てたことがとても良かったです。来年度
以降も是非、継続していきたいと思います。」と
話していました。

むろこ女性の会
リーダー　村上 千惠子 さん（61）

＝ 郡町３ ＝

全戸配布用の
チラシを持つ村上さん

村岡公民館で
の防災ブース
展示の様子
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地
域
の
「
声
」
を
市
政
に

〜
「
各
地
区
と
市
長
と
語
る
会
」
５
年
間
の
実
績
〜

　

平
成
22
年
か
ら
市
内
全
10
地
区
（
1
1
2
区
）
を
対
象
と
し
て
「
各

地
区
と
市
長
と
語
る
会
」
を
毎
年
度
秋
に
実
施
し
、
各
地
区
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
要
望
を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
対
応

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
5
年
間
の
実
績
を
ふ
り
か
え
り
、ま
と
め
ま
し
た
。

①
よ
り
的
確
に
課
題
把
握

　

各
地
区
か
ら
の
要
望
は
、
地
域

課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
「
ツ
ー

ル
」
と
位
置
づ
け
、
行
政
側
だ
け

で
は
果
た
せ
な
い
、
よ
り
き
め
の

細
か
い
課
題
把
握
お
よ
び
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
的
確
な
課
題
解
決

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
推
進

　

地
域
課
題
の
全
体
を
把
握
し
、

事
業
実
施
の
優
先
順
位
を
付
け
る

こ
と
で
、
行
財
政
計
画
に
基
づ
く

適
正
な
事
業
推
進
が
図
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

③
自
由
に
話
し
合
え
る
場
へ

　

語
る
会
の
運
営
の
方
法
と
し
て
、

平
成
24
年
度
ま
で
は
要
望
に
対
す

る
回
答
説
明
に
終
始
し
て
い
ま
し

た
が
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
に
よ

り
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
市
長
と

参
加
者
が
自
分
た
ち
の
地
域
や
勝

山
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
自
由
に
話
し
合
う
時
間
を
大
幅

に
取
る
よ
う
に
な
り
、
語
る
会
の

持
ち
方
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

④
地
域
と
の
信
頼
関
係

　

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

毎
年
そ
の
進
捗
状
況
を
各
地
区
へ

す
べ
て
報
告
す
る
こ
と
で
、
行
政

と
地
域
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

と
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
課
題

解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

⑤
県
と
市
の
協
力
体
制
強
化

　

県
機
関
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
は
、
奥
越
土
木
事
務
所
お
よ
び

勝
山
警
察
署
の
担
当
者
が
出
席
し

回
答
説
明
す
る
こ
と
で
、
課
題
解

決
に
向
け
た
県
機
関
の
協
力
体
制

お
よ
び
市
と
の
連
携
体
制
が
よ
り

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、

市
民
力
、
地
域
力
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

年度別要望件数および要望への対応実施事業費
年度 要望件数合計 実施事業費 ４ヶ年合計

Ｈ22 227件 3億4,401万円

11億3,746万円
Ｈ23 231件 2億8,266万円
Ｈ24 291件 2億 675万円
Ｈ25 282件 3億4,036万円
Ｈ26 286件
※市が実施した事業のみ計上

市長と語る会の様子（10月23日　鹿谷公民館）

「市長と語る会」実施の流れ

①要望の取りまとめ、内容確認
② 現場確認・調査、地区との協議、事業実
施に向けた検討
③ 要望への対応について市長と担当課との
協議（市長ヒアリング）

各地区

市役所

要望書の提出要望書の提出
（毎年6月頃）（毎年6月頃）

要望書に要望書に
対する回答対する回答

こ
れ
ま
で
の
成
果

　

勝
山
市
区
長
連
合
会
会
長

杉
平　

信
夫
さ
ん

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
地
域
住
民
同
士
が
協
力
し
、

行
政
と
と
も
に
地
区
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
ま
す
。

　

市
長
と
語
る
会
も
５
年
前
か

ら
全
地
区
で
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
各
地
区
の
要
望
が
正

確
に
市
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
た
い
へ
ん
良
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
語
る
会
の
場
で

要
望
に
対
す
る
回
答
を
い
た
だ

き
、
区
長
お
よ
び
関
係
者
が
理

解
し
、
そ
の
場
で
意
見
交
換
で

き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後

も
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私から一言

各地区と市長と語る会
• 要望書に対する回答説明（市の部課長、
奥越土木事務所、勝山警察署）
•前年度要望事業の進ちょく状況説明
•まちづくりに関する市長との自由意見交換
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

勝
山
市
長　

山　

岸　

正　

裕
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝

に
て
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
勝
山
市
は
市
制
施
行
60

周
年
を
迎
え
、
９
月
１
日
に
は
記

念
式
典
を
盛
大
に
執
り
行
い
ま
し

た
。
ま
た
様
々
な
60
周
年
記
念
事

業
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
60
周
年
を
祝
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
市
長
就
任
以
来
「
市
長

と
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い

て
き
ま
し
た
が
、
更
に
深
く
地
域

の
様
々
な
声
を
聞
き
市
政
に
活
か

す
た
め
に
、
５
年
前
か
ら
市
内
10

地
区
と
の
「
市
長
と
語
る
会
」
を

実
施
し
て
お
り
、
昨
年
も
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
勝
山

市
全
体
の
地
域
課
題
を
よ
り
き
め

細
や
か
に
把
握
し
、
事
業
実
施
の

優
先
順
位
を
付
け
る
こ
と
で
行
財

政
計
画
に
基
づ
く
適
正
な
事
業
進

捗
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成

25
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
１
０

０
０
件
を
超
え
る
要
望
に
対
し

50
％
以
上
を
対
応
・
実
現
さ
せ
、

そ
の
実
施
事
業
費
総
計
は
約
11
億

３
７
４
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
行
政
と
で
各
地
区
と

培
っ
て
き
た
信
頼
関
係
を
さ
ら
に

深
め
て
、
市
民
力
と
地
域
力
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
勝
山
市
は
日
本
有
数
の

恐
竜
化
石
発
掘
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
市
全
域
が
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い

勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
ユ
ネ
ス

コ
の
支
援
に
よ
り
世
界
と
日
本
で

組
織
化
さ
れ
た
委
員
会
が
認
定
す

る
も
の
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
域

固
有
の
地
質
遺
産
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
の
土
地
の
自
然
・
文
化
と

有
機
的
に
連
動
し
、
保
全
活
動
や

教
育
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
と
一
体

的
に
取
り
組
ん
で
、
地
域
の
持
続

的
な
発
展
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考

え
、
展
開
を
し
て
き
た
「
ふ
る
さ

と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
理
念
と
し

た
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
は
、
ス

タ
ー
ト
か
ら
３
年
ご
と
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
14
年
目
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
に
北
谷
の
鯖
の
熟

れ
鮨
し
や
、
野
向
町
の
エ
ゴ
マ
、

荒
土
町
の
炭
な
ど
、
各
地
区
の
伝

統
文
化
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
と
す
る
な
ど
、
各
地
域
の
活
力

を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
取
り
組
み
を
ジ
オ
パ
ー
ク
に

活
か
し
て
、「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い

勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
い
う
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
で
地
域
固
有
の
魅
力

を
発
信
す
る
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

意
欲
あ
る
取
り
組
み
を
市
民
と
一

体
と
な
っ
て
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
自
治
体
と

し
て
の
必
須
の
要
件
は
次
世
代
の

育
成
で
す
。
勝
山
市
は
、
全
小
中

学
校
が
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加

盟
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
を
実
践
し
て

い
る
全
国
で
も
数
少
な
い
市
で
あ

り
、
ふ
る
さ
と
勝
山
へ
の
愛
着
と

誇
り
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
英
語
教
育
強
化
拠

点
地
域
と
し
て
全
国
18
地
域
の
う

ち
の
１
つ
に
勝
山
市
の
中
部
中
学

校
と
そ
の
校
下
の
小
学
校
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
こ
の
よ
う
に
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
、
美
し
く
魅
力
に

あ
ふ
れ
、
い
つ
ま
で
も
住
み
た
く

な
る
ま
ち
、「
小
さ
く
て
も
キ
ラ

リ
と
光
る
誇
り
と
活
力
に
満
ち
た

ふ
る
さ
と
勝
山
」
を
目
指
し
て
市

政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
自
治
体
を

め
ざ
し
て
」
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12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
３
日

か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
人
事
院
勧

告
等
に
伴
う
職
員
給
与
費
の
補
正

や
、
農
業
生
産
法
人
等
の
規
模
拡

大
の
た
め
の
農
業
用
機
械
整
備
に

対
す
る
助
成
、
公
衆
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
係
る
補
助
、
ク
マ
の
大

量
出
没
に
対
応
す
る
た
め
の
経

費
、
地
域
力
向
上
に
向
け
た
地
区

平
成
平
成
2626
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

12月定例議会

条
例

• 

勝
山
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
教
育
長
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
基
金
条
例

◆
そ
の
他

　

防
災
・
安
全
交
付
金 

長
山
公

園
屋
内
運
動
施
設
ゾ
ー
ン
体
育
館

建
設
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
勝
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

関
す
る
専
決
処
分
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
25
年
度
勝
山
市
歳
入

歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
、
平
成
25

年
度
勝
山
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
に
つ
い
て
可
決

並
び
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る

陳
情
な
ど
５
件
の
陳
情
が
あ
り
、

う
ち
３
件
が
採
択
、
２
件
が
趣
旨

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
に

関
す
る
意
見
書
、
今
後
の
水
田
農

業
政
策
に
関
す
る
意
見
書
、
お
よ

び
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の

３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

の
自
主
的
な
事
業
に
対
す
る
助

成
、健
康
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、

健
康
診
断
に
要
す
る
経
費
の
増
額

な
ど
で
、
一
般
会
計
に
２
億
８
４

４
万
４
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

１
３
４
億
１
５
３
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事

業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

な
ど
７
つ
の
特
別
会
計
で
７
８
９

万
７
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
73

億
３
７
１
５
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
企
業
会
計
で
は
２
８

３
７
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
７
億
２
５
０
５
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

◆
条
例
な
ど

　

条
例
は
、
制
定
１
件
、
一
部
改

正
５
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

制
定
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
友
楽
喜
」
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

冬の風物詩冬の風物詩

勝山年の市勝山年の市
と　き　１月25日（日）
　　　　午前８時30分～

ところ　本町通り

出店数　50店（木工品、鯖の熟れ鮨し など）

問　勝山本町通り商店街振興組合
　　☎090 ｰ 8269 ｰ 8529
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確
定
申
告
の
準
備
は

確
定
申
告
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
？

お
済
み
で
す
か
？

申
告
受
付
▼
２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16
日
㈪

※
土
日
除
く
（
日
曜
受
付　

３
月
８
日
）

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
50
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

受
付
会
場
▼
教
育
会
館　

第
１
研
修
室

※ 

期
間
中
、
混
雑
の
状
況
次
第
で
は
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

次
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す

■
市
役
所
で
申
告
で
き
る
人

①
事
業
主
（
白
色
申
告
者
）

②
地
代
や
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
る

③ 

給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る

⑤
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
る

⑥ 

給
与
・
退
職
所
得
以
外
に
農
業

や
年
金
な
ど
の
収
入
が
あ
る

⑦
受
給
年
金
で
源
泉
徴
収
が
あ
る

⑧ 

中
途
退
職
な
ど
で
ま
だ
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
な
い

⑨ 

障
害
や
扶
養
・
医
療
費
な
ど
の

各
種
控
除
を
受
け
た
い

■
税
務
署
で
の
申
告
が
必
要
な
人

①
事
業
主
（
青
色
申
告
者
）

②
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た

③
株
式
な
ど
の
譲
渡
が
あ
っ
た

④ 

住
宅
借
入
金
な
ど
の
特
別
控
除

の
１
年
目

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
た
い

■
申
告
に
関
す
る
注
意
事
項

• 
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場

合
、
誰
が
ど
こ
の
病
院
で
い
く

ら
支
払
っ
た
か
が
わ
か
る
よ

う
、
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
• 

収
入
が
な
い
場
合
に
は
「
無
所

得
の
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※ 

申
告
が
な
い
場
合
、
所
得
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

• 

１
月
１
日
に
勝
山
市
で
生
活

し
、
前
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
（
た
だ
し
、
次
の
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

① 

確
定
申
告
済
み
の
方
お
よ
び

そ
の
扶
養
対
象
親
族

　

② 

給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
提
出
済
み
の
方
お
よ
び
そ

の
扶
養
対
象
親
族

控除対象 必要書類

生命•地震保険料 控除証明書

国民年金保険料 控除証明書または領収書

寄 付 金 領収書

住宅ローン（２年目以降） 借入金年末残高等証明書など

障 害 • 介 護 関 係
・障害者手帳など各種証明書
・介護保険料の領収書
・障害者控除対象認定書

年金受給者は事前にご相談ください

農業申告はこちらで受け付けます

税務署からのお知らせ

お近くの公民館でご相談ください

と　き▶２月12日㈭・13日㈮
　　　　　午前８時50分～午後３時30分
　　　　※正午～午後１時は休み
ところ▶教育会館３階　第１研修室

と　き▶２月28日㈯・３月１日㈰
　　　　　午前９時～午後４時
　　　　※正午～午後１時は休み
ところ▶教育会館３階　第１研修室
※ 農業収支準備表が必要な方は、税務課
またはＪＡテラル越前中支店の窓口ま
でお越しください

○ 平成26年分確定申告会場の開設日は、２月
９日㈪で、受付時間は、午前９時から午後
４時です
○ 復興特別所得税の記入にご注意ください。
復興特別所得税の額は、各年分の基準所得
税額（原則として、その年分の所得税額）
に2.1％の税率を乗じて計算した金額です

国税庁ホームページ▶http://www.nta.go.jp
問　大野税務署　個人課税部門
　　☎66 ｰ 2134

巡回相談会の日程

日　　　　時 場　　所

２月17日㈫

午後１時30分～
午後３時30分

平泉寺公民館

２月18日㈬ 遅羽公民館

２月19日㈭ 猪野瀬公民館

２月20日㈮ 村岡公民館

２月23日㈪ 北谷公民館

２月24日㈫ 野向公民館

２月25日㈬
午前８時30分～
午後３時30分

荒土公民館

２月26日㈭ 北郷公民館

２月27日㈮ 鹿谷公民館

問　税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8101
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　国民健康保険税は所得税および住民税の申告
において、社会保険料控除の対象となります。
平成26年1月1日から12月31日までに納めた国
民健康保険税※１、２の合計額を算出して確定申告
の際に申告してください。（領収証の添付は不
要です）
　ご家族の保険税を納付された場合でも控除の
対象となる場合があります。（下記表のとおり）

納付方法と申告できる方
納付の方法 申告できる方

納付書 支払った方

口座振替 当該口座名義人

特別徴収(年金天引き) 当該年金受給者
※１　平成25年度以前の保険税も対象です
※２　 還付があった場合には還付額を差し引き
ます

問　税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8101

　リストラや会社の倒産など、事業所の都合で
離職された方は、申請により国民健康保険税が
軽減されます。詳しくは下記までお問い合わせ
ください。

【軽減の条件】
〇離職時65歳未満　かつ
〇雇用保険受給者資格証※の離職理由コード
　（2桁の番号）が下記に該当

※ハローワークで交付

【手続きに必要なもの】
　保険証、雇用保険受給者資格証、印鑑

問　市民課（市役所1階）　☎88 ｰ 8102

　厚生年金、国民年金などから支給される老齢
年金などは雑所得として所得税がかかります。
　日本年金機構から源泉徴収票が送付されます
ので、確定申告【期限：平成27年3月16日(月)】
の際に添付してください。
※ 障害年金や遺族年金は所得税の課税対象では
ないため、源泉徴収票は送付されません
○源泉徴収票の送付時期
　１月中旬から１月末までに順次送付
○所得税が年金から源泉徴収される方
　• 65歳未満で受給額（年額）が108万円以上
の方

　• 65歳以上で受給額（年額）が158万円以上
の方

○確定申告が必要な方
　• 年金以外に所得がある方
　• ２カ所以上の年金の支払者に対して扶養親
族等申告書を提出している方

　厚生年金、国民年金などの受給額の合計が
400万円以下で、かつ、公的年金に係る雑所得
以外の所得金額が20万円以下の方は所得税の
確定申告をする必要がなくなりましたが、市・
県民税の申告が必要な場合があります。詳しく
は、税務課にお問い合わせください。
○源泉徴収票の再交付について
　過去８年分の源泉徴収票の再交付※が可能で
す。年金事務所へお問い合わせください。お電
話でのお申し込みも可能です。
　なお、お問い合わせの際は、基礎年金番号の
わかるものをご用意ください。
※ 再交付には2週間程度かかりますので、お急
ぎの場合は、年金事務所の窓口でのお申し込
みをお願いいたします

問　市民課（市役所１階）　　 ☎88 ｰ 8102
　　税務課（市役所１階）　　 ☎88 ｰ 8101
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4518

国民健康保険税は国民健康保険税は
社会保険料控除の対象です社会保険料控除の対象です

非自発的失業者の非自発的失業者の
国民健康保険税の軽減について国民健康保険税の軽減について

国
保

年
金「平成26年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます「平成26年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます

～年金を受給している方へ～

軽減対象コード
11・12・21・22・23・31・32・33・34
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健
康
の
駅　
「
湯
っ
た
り
勝
山
」
が
完
成

高
齢
者
の
方
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

■
健
康
の
駅
と
は

　

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド

す
る
交
流
拠
点
（
駅
）
の
こ
と
で
、

北
陸
３
県
で
は
勝
山
市
が
初
め
て

認
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
湯
っ
た
り
勝
山
」
は
、
お
風

呂
に
入
り
、
休
憩
所
で
の
ん
び
り

過
ご
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
高
齢
者
の
方
の
健
康

づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
、
交

流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、
様
々
な

活
用
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、「
湯
っ
た
り
勝
山
」

か
ら
更
な
る
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

■『
健
康
カ
ラ
オ
ケ
』
で楽し

く
体
操

　
「
湯
っ
た
り
勝
山
」
に
は
、
生

活
機
能
改
善
機
器
と
し
て
、『
健

康
カ
ラ
オ
ケ
』が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
『
健
康
カ
ラ
オ
ケ
』
は
、
皆
さ

ん
が
大
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
と
し
て

歌
っ
て
楽
し
む
ほ
か
、
体
操
を
し

て
い
る
映
像
を
見
な
が
ら
、
一
緒

に
身
体
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
歌
っ
た
り
、
体
操
を
し
た
り

し
て
、
楽
し
く
介
護
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

■
団
体
送
迎
が
あ
り
ま
す

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
「
湯
っ

た
り
勝
山
」
を
ご
利
用
さ
れ
る
65

歳
以
上
の
方
が
10
人
以
上
の
団
体

に
つ
い
て
は
、送
迎
が
あ
り
ま
す
。

予
約
・
申
請
先
▼
健
康
長
寿
課

☎
87
‐
０
８
８
８

※ 

１
月
18
日
㈰
以
降
は
「
湯
っ
た

り
勝
山
」
で
受
け
付
け
ま
す

■『
お
出
か
け
サ
ロ
ン
』
が

さ
ら
に
充
実

　

こ
れ
ま
で
、
勝
山
温
泉
セ
ン

タ
ー
「
水
芭
蕉
」
で
実
施
し
て
き

た『
お
出
か
け
サ
ロ
ン
』を
、「
湯
っ

た
り
勝
山
」
で
も
実
施
し
ま
す
。

　

お
う
ち
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

方
、
少
し
身
体
を
動
か
し
た
い
と

い
う
方
や
人
と
交
流
が
し
た
い
と

い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
市
民
で
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
内 　

容
▼
午
前
中
は
介
護
予
防
の

た
め
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
午
後
は
入
浴
や
休
憩

な
ど
の
自
由
時
間

実
施
日
▼

　

健
康
の
駅
「
湯
っ
た
り
勝
山
」

毎
週
火
・
水
曜
日

　

勝
山
温
泉
セ
ン
タ
ー「
水
芭
蕉
」

毎
週
木
・
金
曜
日

※
ご
利
用
は
月
２
回

時　

間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
昼
食
あ
り

利
用
料
▼
１
０
０
０
円

（
入
湯
料
・
昼
食
代
）

そ
の
他
▼
送
迎
あ
り
（
希
望
制
）

申 
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」

☎
87
‐
０
９
０
０

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
方
の
相
談
窓

口
で
す
。
介
護
や
健
康
の
こ

と
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」

☎
87
‐
０
９
０
０

■「
湯
っ
た
り
勝
山
」
に
は
、

看
護
師
が
い
ま
す

　

火
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
ま
で
の
間
、
看
護
師
が
常

駐
し
ま
す
。
看
護
師
が
健
康
や
介

護
の
相
談
を
受
け
た
り
、
健
康
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、入
浴
に
来
ら
れ
た
方
が
、

ど
な
た
で
も
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
に
、
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

お
出
か
け
サ
ロ
ン
の

お
出
か
け
サ
ロ
ン
の

ご
案
内

ご
案
内

浴　場

休憩室

お出かけサロンの様子

１
月
１
月
1818
日
㈰
日
㈰

　
　

オ
ー
プ
ン

　
　

オ
ー
プ
ン
！！！！
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

村
岡
山
は
、
恐
竜
時
代
末
期
（
勝
山

が
ま
だ
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
に
あ
っ
た

頃
）
の
火
山
活
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

全
体
が
溶
岩
の
標
高
３
０
１
ｍ
の
小
山

で
す
。
村
岡
山
は
、
今
か
ら
約
６
５
０

０
万
年
前
、
手
取
層
群
の
地
層
を
突
き

破
る
よ
う
に
し
て
地
下
か
ら
マ
グ
マ
が

噴
出
し
、
そ
の
結
果
釣
鐘
状
に
な
っ
た

山
が
侵
食
や
風
化
さ
れ
現
在
の
か
た
ち

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
村

岡
山
を
つ
く
る
溶
岩
は
比
較
的
硬
い
た

め
、
侵
食
や
風
化
に
耐
え
、
丸
み
を
帯

び
た
山
容
を
し
て
い
ま
す
。

● 

ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
の
村
岡
山

　

村
岡
山
の
山
頂
か
ら
は
北
西
側
の
福

井
平
野
や
南
側
の
大
野
方
向
を
よ
く
見

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
西
側

に
は
勝
山
の
市
街
地
を
見
下
ろ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
頂
付
近

に
は
、天
正
２
年
（
１

５
７
４
）、
越
前
一
向

一
揆
が
平
泉
寺
と

戦
っ
た
と
き
に
城
が

造
ら
れ
、
そ
の
城
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
い
で
、
一
向

一
揆
は
平
泉
寺
に
勝

利
し
、
そ
れ
以
来
村

岡
山
は
、「
か
ち
や
ま
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、「
勝
山
」
の
地

名
に
繋
が
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
岡
山
に
は
多
様

な
動
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、

地
形
・
地
質
、
地
域
の
歴
史
、

動
植
物
の
要
素
が
詰
め
込
ま

れ
た
ジ
オ
サ
イ
ト
と
い
え
ま

す
。

●
村
岡
山
を
学
ぶ

　

村
岡
小
学
校
３
年
生
の
児
童
た
ち
が

「
地
域
を
見
つ
め
、知
る
」
学
習
の
中
で
、

地
域
の
人
た
ち
の
力
を
借
り
て
、
村
岡

山
の
生
き
物
や
草
花
、
歴
史
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
学
習
を
通

し
て
、
村
岡
山
の
価
値
を
知
り
、
村
岡

山
を
守
り
た
い
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
、
登
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
児
童
た
ち
の
中
で
醸
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
各
地
区
を
代
表
す
る
よ

う
な
山
や
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

形
成
の
過
程
や
関
連
す
る
生
態
系
、
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と

と
言
え
ま
す
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－第７回－ 恐竜時代末期に形成された村岡山－第７回－ 恐竜時代末期に形成された村岡山

丸みを帯びた村岡山のフォルム

村岡山は白い溶岩でできて
いる（村岡小３れきしチー
ムの段ボール模型）

１
月
エ
コ
協
通
信

　

わ
が
ま
ち
魅
力
発
酵
事
業
の
新
規

チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
で
取
り
組
ま
れ
た

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

第
２
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
い
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
手

づ
く
り
市
in
奥
越
前
実
行
委
員
会
、
神
谷

の
水
を
守
る
会
の
３
団
体
で
す
。

●【
地
産
地
消
の
健
康
食
と
ス
テ
ィ
ッ
ク

リ
ン
グ
に
よ
る
健
康
維
持
事
業
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
せ
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

雨
が
降
っ
て
も
、
雪
が
積
も
っ
て
も
大

丈
夫
！
室
内
で
行
う
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ

で
楽
し
く
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
教
室
は
毎
週
火
・
木
・

土
曜
日
の
午
後
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
場
野
菜
や
高
齢
者
に
敬
遠
さ
れ

が
ち
な
お
肉
を
使
っ
た
、
健
康
を
考
え
た
優

し
い
味
付
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
健

康
肉
料
理
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
体
作
り

は
適
度
な
運
動

と
食
事
で
す
。

楽
し
く
、
美
味

し
く
健
康
に
な

り
ま
し
ょ
う
。

●【
手
づ
く
り
市
in
奥
越
前
】

　

手
づ
く
り
市
in
奥
越
前
実
行
委
員
会

　

11
月
８
日
、
９
日
に
、
ま
ほ
ろ
ば
周
辺
で

「
手
づ
く
り
市
in
奥
越
前
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
県
内
外
の
作
家
と
直
接
触
れ
合
う
こ

と
で
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
手
づ
く
り

の
良
さ
を
実
感
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
手
づ
く
り
市
を
と
お
し
て
、

物
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
、
も
の

づ
く
り
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
へ
と

繋
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●【
神
谷
の
水
を
通
じ
た

勝
山
の
豊
か
な
自
然
の
Ｐ
Ｒ
事
業
】

神
谷
の
水
を
守
る
会

　

水
車
が
回
る
水
飲
み
場
周
辺
に
、
の
ぼ

り
旗
を
設
置
し
「
神
谷
の
水
」
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
気
持
ち
良
く
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
水
飲
み
場
の
排
水

施
設
を
改
修
・
整
備
し
ま
し
た
。
ふ
く
い

の
お
い
し
い
水

「
神
谷
の
水
」
を

通
じ
、
勝
山
の

豊
か
な
自
然
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１
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表１　貸与区分・貸与金額（月額）

進学先 国公立 私　立 入学時特別
増額貸与金

高校・専修学校の
高等課程 1万5千円 2万5千円

大学（専修
学校の専門
課程・短期
大学）

自　宅 3万円 4万円
20万円

自宅外 4万円 5万円

※詳細は市のホームページをご覧ください
貸与総額 ＝ 貸与月額 × 12月 × 修業年数（＋入学時特別増額貸与金）

表２　返済額・返済期間

貸与を受けた
奨学金（総額）

返済額
（年額） 返還年数

40万円以下 5万円 ～8年

40万円超え
70万円以下 7万円 7～ 9年

70万円超え
100万円以下 10万円 8～ 10年

100万円超え
150万円以下 15万円 8～ 10年

150万円超え
250万円以下 20万円 9～ 12年

250万円超え 36万円 10～ 11年

表３　収入・所得の目安

区　分 給与収入 給与以外

3人世帯
例）父母
本人

836万円
以下

362万円
以下

4人世帯
例）父母
本人
中学生

890万円
以下

404万円
以下

5人世帯
例）父母
本人
中学生
小学生

923万円
以下

437万円
以下

表４　給与所得における控除額

年間収入額 控除額

400万円以下 年間収入額×0.2
＋263万円

400万円超え
878万円以下

年間収入額×0.3
＋223万円

878万円超え 486万円

※ 収入額が329万円未満の場合、控除
額は収入額と同額

平
成
平
成
2727
年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

対　

象
▼

• 

保
護
者
が
勝
山
市
在
住
で
、
今

春
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
、

ま
た
は
経
済
的
理
由
で
就
学
の

継
続
が
困
難
で
あ
る
方

• 

他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

方
所 

得
制
限
▼
両
親
ま
た
は
両
親
に

代
わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る

方
の
収
入
金
額
を
対
象
と
し

て
、
所
得
金
額
か
ら
特
別
控
除

額
※
を
差
し
引
い
た
認
定
所
得

金
額
が
、
収
入
基
準
額
以
下
で

あ
る
こ
と

※ 

母
子
父
子
世
帯
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
い
る
世
帯
な
ど
、
世
帯

の
状
況
に
応
じ
て
控
除
額
は
異

な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
市
育
英
資
金
貸
与
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

②
学
校
長
に
よ
る
調
査
書

③ 

平
成
25
年
の
所
得
証
明
書
（
家

族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
分
）

④
平
成
26
年
の
納
税
証
明
書

（
世
帯
全
員
分
）

⑤
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
原
則
、
保
護

者
と
勝
山
市
在
住
で
所
得
の
あ

る
方
と
し
ま
す

※ 

③
④
は
、
市
担
当
者
が
原
簿
閲

覧
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
こ

と
で
省
略
で
き
ま
す

返
済
方
法
▼
12
年
以
内
の
返
済

（
無
利
子
）

申
込
締
切
▼
３
月
13
日
㈮

そ 
の
他
▼
貸
与
者
は
４
月
頃
に
教

育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

申
・
問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会

　

館
２
階
）　

☎
88
‐
８
１
１
１

明
倫
学
舎
入
寮
者
募
集

対 　

象
▼
平
成
27
年
度
入
学
見
込

み
（
大
学
院
を
含
む
）
お
よ
び

大
学
在
籍
中
の
福
井
県
出
身
の

男
子
大
学
生

募
集
人
数
▼
20
人

第
１
回
選
考
日

と　

き
▼
１
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
▼
ア
オ
ッ
サ

募
集
締
切
▼
１
月
29
日
㈭

第
２
回
選
考
日

と　

き
▼
３
月
14
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
▼
明
倫
学
舎

募
集
締
切
▼
３
月
13
日
㈮

明
倫
学
舎
の
概
要

所
在
地
▼
東
京
都
武
蔵
野
市

吉
祥
寺
東
町

入
舎
時
納
付
金
▼
８
万
円

寮　

費
▼
月
額
２
万
４
０
０
０
円

ま
た
は
２
万
６
０
０
０
円

食
費
（
夕
食
）
▼

月
額
１
万
２
０
０
０
円

そ 

の
他
▼
全
室
個
室
、エ
ア
コ
ン
、

ロ
ッ
カ
ー
、
机
、
椅
子
付
き

※ 

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問　
（
公
財
）
輔
仁
会明倫

学
舎

☎
０
４
２
２
‐
22
‐
２
３
０
５
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人権について啓発活動
■12月４日　サンプラザほか

　一日人権擁護委員に（公社）勝山市観光協会のフ
レッシュメイツの牧野梨沙さんが委嘱され、サンプ
ラザ前などで人権啓発のチラシなどを配りました。

かつやま観光おもてなし塾開催
■12月10日　教育会館

　接客マナーを学んでもらおうと、（公社）勝山市観
光協会が主催で仁愛女子高校の黒川孝子教諭を講師
に迎え、おもてなしの基本を学ぶ講座が開かれました。

そばオーナーがそば打ち体験
■12月７日　すこやか

　そば畑のオーナー制度を利用した人たちが、その
畑からとれたそば粉を使ってそば打ちに挑戦しまし
た。

ふるさとづくり大会開かれる
■12月13日　すこやか

　住みよいまちづくりをめざす「ふるさとづくり大
会」が開催され、市内３地区のまちづくり活動発表や、
ふるさと料理の試食会、郷土芸能発表などが行なわ
れました。

みんなでヨシズ作り
■12月13日　平泉寺小学校

　11月に池ケ原湿原で刈ったヨシを使ってのヨシズ
作りが行われ、平泉寺小学校の全児童と保護者が、
地域のお年寄りに習いながら挑戦しました。

防災研修会に多くの市民が参加
■12月22日　教育会館

　勝山市防災研修会が開催され、福井県防災士会の
岡本拓夫氏の講演会と、市内３地区の自主防災組織
による実践発表に多くの市民が耳を傾けました。

広報かつやま1月号 №722 　　 12

山
口
茜茜
選
手手
・
永永
下
尚尚
也也
選
手手

優
勝
報
告
会
開
催
！

優
勝勝
報報
告
会
開開
催催
！

　

12
月
7
日
に
行
わ
れ
た
全
日
本
総
合
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
山

口
茜
選
手
（
勝
山
高
校
２
年
）
が
初
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
大
阪
で
行
わ
れ
た

国
際
ク
ラ
ス
別
肢
体
不
自
由
者
卓
球
選
手
権

大
会
で
永
下
尚
也
選
手
（
23
＝
滝
波
町　

北

陸
電
力
所
属
＝
）
が
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル

ス
と
も
に
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

２
人
の
快
挙
を
受
け
、
12
月
11
日
に
市
民

会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
優
勝
報
告
会
が
催
さ

れ
、
多
く
の
市
民
が
二
人
の
快
挙
を
祝
福
に

参
加
し
ま
し
た
。

山

おめでとう！

国際交流サロン国際交流サロン

「ナンシーの中国春節パーティー」「ナンシーの中国春節パーティー」
　中国のお正月（春節）を祝い、餃子づくりで国
際交流しませんか。
と　き▶２月１日㈰　午後１時～４時30分
ところ▶教育会館１階　料理教室
内　容▶餃子づくり、ゲーム、ハワイの春節紹介
定　員▶20人（要申込）
参加費▶300円（材料代）※中国人は無料
申込締切▶1月23日㈮

　世界の強豪のみが出場できる「スーパーシリー
ズ ファイナルズ2014」がドバイで開催され、山
口茜選手が女子シングルスに出場しました。山口
選手は予選リーグを突破し、決勝トーナメントに
進出。惜しくも準決勝で敗れましたが、堂々の世
界３位となりました。
　勝山バドミントン協会と勝山市が主催し、12
月20日の準決勝のパブリックビューイングを実
施。約400人が応援に集まりました。

昨
年
の
餃
子
づ
く
り
の
様
子

申・問　未来創造課（市役所２階）☎88 ｰ 1115 パブリックビューイングの様子（市民会館）

山口茜選手が世界３位に！山口茜選手が世界３位に！
また快挙！
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武
内
翁
功
労
碑

　

碑
は
平
泉
寺
町
の
神
明
神
社
境
内
に
立
ち
、

建
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
で

あ
る
。
武
内
翁
と
は
竹
内
鉄
也
の
こ
と
で
、
彼

は
そ
の
一
生
を
平
泉
寺
村
の
為
に
尽
く
し
た
と

い
っ
て
よ
い
。
鉄
也
は
28
才
で
神
明
社
の
氏
子

総
代
と
な
り
神
社
の
復
興
に
尽
力
し
た
。
荒
廃

し
て
い
た
当
社
の
本
殿
を
新
築
し
境
内
を
拡

張
、
更
に
努
力
を
続
け
そ
の
結
果
指
定
村
社
に

ま
で
列
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
碑
は
そ
の

功
績
を
後
世
に
残
す
た
め
に
氏
子
の
手
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
。

　

鉄
也
は
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
平
泉
寺
村

に
生
ま
れ
、
同
34
年
若
干
26
才
に
し
て
４
年
間

村
長
を
勤
め
た
。
ま
た
、
村
会
議
員
を
勤
め
る

こ
と
も
数
度
に
及
ん
だ
。
こ
の
間
、
教
育
行
政
・

道
路
改
修
・
農
事
改
良
・
造
林
植
栽
・
用
水
開

鑿
（
か
い
さ
く
）
な
ど
に
力
を
尽
く
し
た
。
こ

う
し
た
彼
の
功
績
に
対
し
、
表
彰
を
授
け
ら
れ

る
こ
と
十
数
度
に
及
ん
だ
。
こ
の
中
か
ら
一
例

を
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
郡
平
泉
寺
村竹内

鉄
也

自
村
森
林
の
荒
廃
に
帰
せ
ん
と
す
る
を
慨
し
、

率
先
し
て
造
林
に
努
め
、
既
に
植
栽
せ
し
面
積

拾
数
町
歩
に
及
び
其
植
栽
及
保
護
善
良
に
し

て
、
他
の
模
範
と
為
す
に
足
る
を
認
む
、
因
て

植
樹
奨
励
金
下
與
規
則
第
九
條
に
依
り
金
弐
拾

五
円
を
下
與
し
、
以
て
其
功
労
を
賞
す
。

　

明
治
四
十
一
年
三
月
三
十
日

　

福
井
県
知
事
従
五
位
勲
五
等　

中
村
純
九
郎

　

そ
の
功
績
は
多
方
面
に
及
ぶ
が
、
そ
の
最
大

の
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
平
泉
寺
の

再
興
と
村
史
編
纂
へ
の
尽
力
の
二
つ
で
あ
ろ

う
。
明
治
元
年
、
維
新
政
府
の
発
し
た
神
仏
分

離
令
か
ら
波
及
し
た
廃
仏
毀
釈
運
動
に
よ
り
、

存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
平
泉
寺
を
再
興
し

た
。
こ
れ
は
一
市
町
村
を
こ
え
て
福
井
県
に

と
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
意
義
は
計
り

し
れ
な
い
。
庭
園
は
昭
和
５
年
に
国
の
名
勝
に
、

境
内
は
10
年
に
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
発
掘
調

査
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
将
来
は
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
市
民
の
強
い
願
い

で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
村
史
編
纂
が
も
た
ら
し
た
功
績

も
大
き
い
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
村
治
一

覧
の
編
集
で
、
時
の
村
長
が
鉄
也
に
依
頼
、
彼

は
も
う
一
歩
進
め
て
村
史
編
纂
を
進
言
し
た
。

こ
う
し
て
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
か
ら
編
集

委
員
長
と
し
て
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。
郷
土
史

家
山
田
秋
甫
を
顧
問
と
し
て
迎
え
、
先
ず
同
13

年
に
『
平
泉
寺
文
書
』
上
・
下
が
発
刊
さ
れ
た
。

さ
ら
に
当
時
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た

平
泉
澄
の
帰
郷
を
好
機
と
し
て
、
博
士
に
よ
る

稿
の
閲
覧
と
啓
導
を
得
て
、
昭
和
５
年
『
平
泉

寺
史
要
』
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。

　

さ
て
碑
に
は
鉄
也
の
尽
力
に
よ
り
、
神
明
社

が
指
定
村
社
と
な
る
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
、

そ
こ
に
は
以
下
の
人
物
も
名
を
連
ね
て
い
る
。

題
字
は
海
軍
少
将
の
河
合
退
蔵
が
、
撰
は
平
泉

澄
が
、
書
は
大
野
中
学
校
教
授
中
廣
泰
と
あ
る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「ブロード街の
１２日間」

「食べているのは
生きものだ」

「下剋上受験」
～両親は中卒
それでも娘は最難関
中学を目指した！～

デボラ・ホプキンソン／著
あすなろ書房

森枝　卓士／文・写真
福音館書店

桜井　信一／著
産経新聞出版

　様々な病気の原因がまだ解明されていなかった
時代に、状況証拠だけを重ね「青い恐怖」と恐
れられたコレラの真実に迫る「医学探偵」ジョン・
スノウ博士。そして、13歳の助手イールが街を守
るために奔走する。イールの視点で描いた友情、
淡い初恋、悪党との対決…。スリル満点の物語。

　人間は、生きものを殺して食べている。「ひ
どい」とか「かわいそうだ」と思うかもしれ
ない。でも、それは本当のこと。肉、魚、
野菜、果物、米…。私たちが食べているも
のは、塩を除けば、生きものから作られてい
る。食べているものは全部、生きものなのだ。

　昼はガテン系仕事、夜は娘と猛勉強、
そして朝まで娘のための予習。中卒の父
とその娘が、進学塾にも行かず２人で桜
蔭学園を目指した壮絶記録。結果は大事、
しかし同じように経過も大事であることを
痛感する1冊。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年12月末 前年比

総件数 462件 －38件

人身事故
（うち高齢者）

49件
（8）

0件
（－7）

死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

－1人
（0）

傷　者 55人 ＋1人

物損事故 413件 －38件

１月の納税

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,868人 7 －7 0 13 －12 1 11,869人 1人
女 13,005人 5 －11 －6 25 －13 12 13,011人 6人
合　計 24,873人 12 －18 －6 38 －25 13 24,880人 7人
世帯数 8,081世帯 8,091世帯 10世帯

人口の動き

市・県民税▶第４期　国民健康保険税▶第４期
納期限▶２月２日㈪　口座振替▶１月26日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪20

広報かつやま1月号 №722 　　 14

勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

緊
急
の
場
合
は一

一
〇
番
！

　

一
一
〇
番
は
緊
急
通
報
電

話
で
す
。
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

一
一
〇
番
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
の
か

（
事
件
事
故
･
ど
ろ
ぼ
う
・

け
ん
か
な
ど
）

②
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か

（
○
町
○
番
地
や
目
立
つ
建

物
）

③
い
つ
あ
っ
た
の
か

（
今
あ
っ
た
の
か
、何
分
前
か
）

④
犯
人
は

（
顔
、
年
齢
、
身
長
体
格
、

服
装
、
逃
げ
た
方
向
・
車
の

ナ
ン
バ
ー
な
ど
）

⑤ 

今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

（
被
害
の
状
況
・
事
故
の
様

子
）

⑥ 

あ
な
た
の
住
所
・
名
前
・
電

話
番
号

（
事
件
・
事
故
と
の
関
係

な
ど
）

○ 

一
一
〇
番
を
す
る
と
き

は
、

•
い
そ
が
ず

•
慌
て
ず

•
冷
静
に

○ 

緊
急
性
の
な
い
要
望
・
困

り
ご
と
は
、
警
察
相
談
電

話
（
♯
９
１
１
０
）
へ
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

異
物
を
飲
み
込
む
事
故
は
、

身
の
回
り
に
あ
る
様
々
な
物
が

原
因
と
な
り
ま
す
。
少
量
で
も

生
命
に
か
か
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
危
険
な
も
の
を
身

の
回
り
に
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

【
早
め
に
救
急
外
来
を

受
診
し
た
方
が
よ
い
場
合
】

　

飲
み
込
ん
だ
物
や
、
そ
の
説

明
書
な
ど
が
あ
れ
ば
持
参
し
、

地
域
の
救
急
病
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

• 

ボ
タ
ン
電
池
、
ピ
ン
な
ど
の

鋭
利
な
も
の
、
ス
プ
ー
ン
な

ど
の
大
き
な
物
を
飲
み
込
ん

だ
• 

樟し
ょ
う
の
う
脳
、ナ
フ
タ
リ
ン
、漂
白
剤
、

ト
イ
レ
用
洗
剤
、
除
草
剤
、

農
薬
な
ど
を
飲
み
込
ん
だ

• 

飲
み
込
ん
で
か
ら
咳
が
で
て

き
た

• 

意
識
を
失
っ
た

• 

呼
吸
が
お
か
し
い

• 

嘔
吐
が
と
ま
ら
な
い

【
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
も

大
丈
夫
な
場
合
】

•
タ
バ
コ
を
少
し
か
じ
っ
た

• 

石
け
ん
、
化
粧
水
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ク

レ
ヨ
ン
、
鉛
筆
を
か
じ
っ
た

• 
硬
貨
を
飲
み
込
ん
だ
が
、
息

が
苦
し
そ
う
で
は
な
い

【
家
庭
で
で
き
る
こ
と
】

　

異
物
が
見
え
る
時
は
、
詰
ま
っ

て
い
る
物
を
か
き
だ
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
吐
か
せ
る
こ
と
は
、

吐
い
た
物
が
気
管
に
入
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危
険

で
す
。

　

牛
乳
や
水
を
飲
ま
せ
る
と
、

炎
症
に
よ
る
刺
激
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
症
状
が

悪
化
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
迷
っ
た
ら
中
毒
１
１
０
番
で

応
急
処
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

問 　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か

内
）　

☎
87
‐
０
８
８
８

異
物
を
飲
み
込
ん
だ
と
き
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」飲み込んだ物 水を

飲ませる
牛乳を
飲ませる

煙　草
吸殻・葉 × ×

煙草を
浸した液 ○ ○

医薬品 ○ ○

芳香剤・消臭剤 ○ ○

香水・ヘアトニック・化粧水 ○ ○

洗濯用洗剤・台所用洗剤 ○ ○

ナフタリン ○ ×

樟
しょうのう
脳 ○ ×

ワックス ○ ×

トイレ用消臭剤 ○ ○

インク消し、修正液 ○ ○

トイレ用洗剤・漂白剤（塩素系） ○ ○

除草剤 ○ ○

農業用殺虫剤 ○ ○

シンナー × ×

ボタン電池 × ×

灯油 × ×

ベンジン × ×

（公財）日本中毒情報センター
■大阪中毒110番
　☎072 ｰ 727 ｰ 2499（24時間対応）
■つくば中毒110番
　☎029 ｰ 852 ｰ 9999（9～ 21時対応）
■タバコ専用電話
　☎072-726-9922
　（24時間対応、テープによる情報提供）


